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月膣 真菌齬 α吻 脚 α捌脚   の ninK 遺伝子

金 尚完、伏信 進矢、若木 高善、O祥雲 弘文

東大院農
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カビ Earympntm の 脱窒系構成成分として 、

一
酸化窒素還元酵素（P45dnor）、 銅含有型亜硝酸還元酵素（CUNiR）、 硝酸

還元酵素（dNaR ）、フ ラボ ヘ モ グ ロ ビ ン （FHb ）などの タン パ ク質が 精製あるい は部分精製され、　ch 皰 され て い る。

これらの うち遺伝子の 戦 鮗 れたもの は P450norの み で ある。 本研究 で は、　SSH （SiJplrressien　Sul）tractive　Hybridizatien）

法に よ り脱窒条件で特異的に発現する遺伝子 の 取得を試みた。そ の結果、CtiNR 遺伝子 （，thtK）ホ モ ロ グ、　FHb 、

P45〔bor、 その 他数種の 遺伝子が単離きれた。 これらの うち ndeK ホモ ロ グの cimcm を行っ た。 そ の 組替え体タン

パ ク質は NiR 活陸その 他 の CLiNR に特徴的な性質を現した。また Eo いyspmitmか らすで に精製され て い るタンパ ク質

の 性質とも
一一
致した 。 以上の ことから、 SSH により単離きれた mbK ホモ ロ グは真に CLiNR をコ ードする遺伝子 （mbK）で

あると結論される。一方近年、多くの 真核微生物の ゲノム解析が なされ、それらに nirK ホ モ ロ グの 存在が 明らか となっ

てい る。系統解析の 結果、E 　mpnttn の 漉 K を含む真核生物の nijTKホモ ロ グはクラス タ
ー

をなし、細菌間で の ntrK

や nfrs （ヘ ム 〔Xi1タイプ NiR）の分布が無統一であるの と対照的で あっ た。さらに細菌では MK と共に広く分布するnt8

ホ モ ロ グはカビや原生動物の ゲノム には発見され て い ない
。 以上より、Eopspanan など剿亥生物の 脱窒系は細菌脱窒

系と同起源で あることが支持され る。さらに真核生物の NiR （癬 幻 は内部共生で ミトコ ン ドリア の 起源となっ たプ ロ トミトコ

ン ドリア 由来で、真核生物誕生後は、原核生物との NiR 遺伝子の や り取りは無かっ たと結論される。
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硝酸肉エ キス 培地で亜硝酸を蓄積し、亜酸化窒素を生成する脱窒細菌

・永野 博彦、篠原 真希、瀬戸 昌之、多羅尾 光徳

農工大農
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【目的】環境中の 脱窒菌の最確数（MPN ）を、硝酸肉エ キス 培地 （有機炭k 　3goo ；全窒素，
1100； 硝酸態窒素，70 ； 単

位は mgL4 ）とf邸艶難音地 （有機炭素，70； 全窒素，11； 硝酸態窒素，7）を用 い て 計数したとき、低濃度暗地 の方が高い

値を示す傾向があっ た（中西ら2004年）、この ことは硝酸肉エ キス 培地 で は検出で きない が低濃度培地では検出できる

胼窒菌が環境中に存在することを示唆する。本研究で は低濃團 音地から脱窒菌を単離し、この 単離菌の脱窒の 性質に

つ い て調ぺ ることを 目的とした。

【方法】多摩川水 中の 脱窒菌を MPN 法により計数した。培地は硝酸肉エ キス 培地と低濃度培地を用い た。イ園農度培地

に お い て脱窒反応を示 した諢験管の うち最高希釈段階か ら脱窒菌を単離した。単禹隹菌を硝酸肉エ キ ス 培地 で 17 日間

培養し、硝酸 亜硝酸 亜酸化窒素・分P 窒素濃度を測定した。

【結果および考察】低濃度培地を用い たときの 脱窒菌の MPN は硝酸肉エ キス 培地を用い たときよりも高か っ た。低濃

度培地から単離した脱窒菌をアセ チ レ ン 雰囲気下にお い て硝酸肉エ キス培地 で培養したとき、61mgilL
−】

の 硝酸を 42

の 亜硝酸と23の 亜酸 1匕窒素 に変換して い た。一方、アセ チ レ ン非 雰囲気下 にお い て は 61 の硝酸を 45の 亜硝酸と 16

の 亜酸化窒素に変換して い た 。 これらの ことか らこの 単離菌は硝酸肉エ キス 培地にお い て硝酸の 7％ しか分子窒素ま

で還元 で きず、嬲 は 亜硝酸と亜酸化窒素として 蓄積する可能陸の あるこ とが 示唆された。現在、単離菌が硝酸肉エ キ

ス 培地で 亜硝酸および亜酸化窒素を蓄積する原因を調べ て い るところで ある。
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